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久々のリボルト復活。ABSが最後にリボルトを取り扱ったのは2019年12月のリボルト 2020です。
モーティブが最後にカタログボールとして発売したのが2017年3月のユナイテッド リボルトですので、日本の市場にリボルトが
出るのは2年半ぶりになります。リボルトの代表作は言わずと知れたカバート リボルトで、爆発的な人気を誇ったボールです。
コンティニュアス（持続的）な回転から生まれるアーク上のリアクションで抜群のコントロール性能を誇り、しかも無類のピンキャリー
が多くのボウラーのハートをガッチリつかんだ仕上がりでした。そのリボルトの最新作が世界限定個数で販売されます。
日本に割り当てられた個数はほんの数量でもちろん再販もありません。
スペックはリボルト ハボックと同じヘリックス カバーストックをベースにMXC (MaXimum Continuation)仕様(フォージ フレア
やジャッカル レガシー)と同じ最新のレーンオイルとより大量のパターンを処理するための新しいテクノロジーで作られています。
海外のテスターがパーフェクトゲームを達成するなど、SNS上ではすでにリボルトらしい動きで賑わっています。カバーストックと
表面加工からフレッシュなコンディションで非常に安定した軌道になり、コントロール性能は抜群です。 ヴァンキッシュ コアの特性に
よる大きなトラックフレアも懐かしく、このコアなくしてリボルトを語ることはできません。ジャッカルやベノムは最新のアップデートが
ありますが、リボルトは発売される予定が聞こえてこなかったので、再びリボルトを投げられる喜びを感じているのは私だけではないと
思います。これでまたボールバッグの中にリボルトとジャッカルが入り、ベノムとタンクが揃えば盤石のリレーとなるでしょう。

世界限定個数での発売で、日本に割り当てられた個数はわずかです。
いつものようにショップの店頭に並ぶことはない可能性が高くなりますので、ご用命の方はお早めにオーダーしてください。
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